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概要
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導入から更新まで
ThinkSystemを支える
Lenovo XClarity製品群

導入 運用 更新

XClarity Pro

XClarity Administrator

XClarity Integrators

XClarity Mobile

XClarity 
Energy Manager

XClarity
Provisioning Manager

(旧称: UEFI)

XClarity Essentials
(旧称: ToolsCenter *1)

XClarity Controller (旧称: IMM2)

単体管理

集中管理

外部アプリケー
ションからサー

バーを管理するた
めのプラグイン

いつでもどこでも
システム管理がで

きるモバイル
アプリケーション

サーバー、ストレー
ジ、ネットワークを
一元管理するための

統合管理ツール

ThinkSystem
サーバーに組み込
まれるプロビジョ
ニング・ツール

ハードウェア
監視のための

管理コントローラー

温度と電力を
管理するための

統合ツール

単体のサーバーを
管理するための
ユーティリティ

*1   Bootable Media Creator, OneCLI, UpdateXpress

◼ Integrated Management Module II (IMM2) サービス・プロセッサーの後継です。
◼ システムの根幹を支えるインフラストラクチャ・ソフトウェアであり

Lenovo ThinkSystem サーバー向けの次世代の管理コントローラーです。

（XCC）とは

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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オープンな管理環境の構築へ

業界標準のRedfishをサポートします。

Redfishを利用して管理環境を構築することにより、
管理体系や世代の異なるサーバーを意識せず一元
的に管理することが可能です。

◼ Redfishに準拠した REST API

– XClarity Controller (XCC) のWebインターフェース
にある機能を、REST APIを通して利用可能

◼ Lenovoは業界標準の作成と採択をリード

– DMTF理事会の一員

– DMTFワークグループとコミッティの共同議長

– オープンな業界標準をThinkSystemで採用

◼ システム相互運用における業界標準の規格であるRedfish REST APIをサポート

システムの相互運用に
特化した標準化団体

レノボ の技術者と
設計者が参画

オープンな業界標準の規格

設計段階から入れ込まれた
オープン業界標準規格

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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機能
IMM2 Lenovo XClarity Controller(XCC)

Standard Advanced Standard Advanced Enterprise

インターフェース

Webブラウザーからの管理、CIM、IPMI、SSH ○ ○ ○ ○ ○

SNMP v1 ○ ○ △Trapのみ △Trapのみ △Trapのみ

SNMP v3 ○ ○ ○ ※1 ○ ※1 ○ ※1

Syslog ○ ○ × ○ ○

Telnet ○ ○ × × ×

WS-MAN（Webサービス管理プロトコル） ○ ○ × × ×

Redfish準拠のREST API × × ○ ○ ○

ユーザー認証 LDAPによるユーザー認証 ○ ○ ○ ○ ○

インベントリー /  
モニタリング

資産管理、保守、ヘルス情報、パフォーマンス、
診断のためのハードウェア環境の情報収集

○ ○ ○ ○ ○

診断
OSハングアップ時の画面取得 × ○ ○ ○ ○

ブート・キャプチャ機能 × × × × ○

構成
プラットフォームの構成、グラフィカルなBIOS構成 △ ※2 △ ※2 ○ ○ ○

OS導入のための基本的なRAID構成 × × ○ ○ ○

更新
UEFI, XClarity ControllerやOS導入のための
関連ドライバーパッケージの更新

△ ※3 △ ※3 ○ ○ ○

設定保存と展開
UEFIやXClarity Controller, RAID構成のクローン
USBやネットワーク上のファイルへの設定保存
既存設定ファイルを利用した構成適用

△ ※4 △ ※4 ○ ○ ○

消費電力

電源メーター ○ ○ ○ ○ ○

電源キャッピング × × × × ○

Lenovo XClarity Energy Managerライセンス × × × × ○

遠隔コントロール

SSH 経由のシリアル・リダイレクト ○ ○ × ○ ○

GUIベースのKVM機能 × ○ × ○ ○

リモート・セッション内でのユーザー間の協業(最大6人) × × × × ○

ISO/IMGファイルのマウント × ○ × × ○

モバイルによるローカル・サーバー管理 × × ○ ○ ○

※１…SNMP setは実装されていません ※２…グラフィカルなBIOS構成はありません ※3…ファームウェア更新の仕組みはありますがドライバーパッケージは実装されていません ※4…RAID構成の保存やネットワークファイルへの書き出しは実装されていません

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.

XCC機能一覧とIMM2との比較
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スタンダード アドバンスト エンタープライズ

標準的な機能を提供

システム情報/ログの収集
RAID構成
ローカルOS導入等

スタンダードに含まれる
すべての機能に加えて

以下の上位機能をサポート

Syslogの利用
Serial Redirection
特定IPアドレスのブロック
リモートKVM等

アドバンストに含まれる
すべての機能に加えて

エンタープライズ・レベルの
以下の機能をサポート

ブート・キャプチャ
ISOファイルのマウント
仮想コンソールコラボレー
ション
Energy Managerライセンス
パワー・キャッピング等

FoD
ソフトウェア
キーによる

アップグレード

2段階のアップグレードにより、求められる機能を適切なコストで実装できます
必要に応じて、後からアップグレードを追加することも可能です

2段階のアップグレード・パス

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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日本語対応

◼ ダッシュボード形式

◼ ステータスの一覧化

◼ よく使うアクションへの簡単なア
クセス

◼ 基本操作は左側のメニューから行
うことができます

インターフェース

◼ Standardから（ThinkSystem全機種）Webインターフェースに対応しております

CLIおよびモバイルアプリにも対応
しております。
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仕様要件

サポートされているブラウザー

◼ Chrome 48.0以上（リモート・コントロールは55.0以上）

◼ Firefox ESR 38.6.0以上

◼ Microsoft Internet Explorer 11(リモート・コントロールには11.0.9600.18499以上)

◼ Microsoft Edge

◼ Safari 9.0.2以上（IOS7以上およびOS X）

注）リモート制御機能はモバイル・デバイスのオペレーティング・システム上のブラウザーではサポートされません。

2019/6月時点での情報です。
バージョンアップによりサポートされるWeb
ブラウザーのバージョンも更新されます。最
新情報はChange Historyをご参照ください。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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基本設定

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ サーバーの電源をOnにしThinkSystemのロゴ画面が表示された画面にてF1キーを押して
XClarity Provisioning Managerに入ります

◼ 言語設定ボタン を押して日本語を指定します
◼ 「はじめに」を表示し「管理ネットワークの基本構成」にてIPアドレスを設定します

◼ ネットワーク・インターフェース・ポート

管理用IPアドレスの設定

XCC内部ポートの IPアドレスは「169.254.95.118」に設定されて
おりRNDIS Network Deviceを介してローカルのOS上のWebブラ

ウザーから接続することも可能です。

管理ポートのフェール・オーバーやVLAN設定など詳細設定は
「UEFIセットアップ」－「BMC設定」から行うことが可能です。

Dedicated Port
管理ポート共用ポート

Ethernetポートのいずれか１つ
のポートが共用ポートになりま
す。SR650では一番左です。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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日本語を
選択

◼ Webブラウザーから、設定したIPアドレスにアクセスします

◼ デフォルトのユーザーID

USERID

◼ デフォルトのパスワード

PASSW0RD
(0はゼロです)

ログイン画面

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.

XCCのFirmwareバージョン3.0よりデフォルトの
パスワードポリシーが変更になりました。最初に
パスワードの変更を求められ最低10文字以上、大
文字、小文字、数字、記号のうち3種を含めなけ
ればなりません。
パスワードポリシーはログイン後に変更可能です。



13

◼ ホーム画面はダッシュボードとなっておりよく利用する情報が1画面に表示されております。

ダッシュボード

◼ ヘルス・サマリー
◼ ハードウェアの状態表示

◼ システム情報および設定
◼ サーバーのマシンタイプ/シリアル

やFirmwareのバージョン

◼ クイック操作
◼ 電源ON/OFFなど

◼ リモート・コンソール
(Advanced以上で利用可能)

◼ サーバー画面のキャプチャーや
リモート操作

◼ 使用量
◼ 電力使用量、システム使用率、温度

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「BMC構成」ー「ユーザ/ＬＤＡＰ」を選択します

◼ 「 作成」ボタンを押します

◼ ユーザー名、パスワード、権限レベルを入力して「適用」ボタンを押します

ユーザー・プロファイルの追加

パスワードが規則を満たしていない
と！となります。✔にならないと適
用ボタンが押せません。規則(最小文
字数など)は作成ボタンの隣の「共通
設定」ボタンで変更可能です。

デフォルトのユーザー
「USERID」は削除できませんの
でセキュリティのためにはパス
ワードを変更しておいて下さい。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 現在のファームウェアのバージョンの一覧が表示されております

◼ サーバー・ファームウェアだけでなくアダプターのファームウェアの更新も可能です

◼ 右上の「ファームウェアの更新」ボタンを押すとウィザードが開始します

◼ ファイル選択画面では有効なファイル拡張子が表示されております

ファームウェアの更新

新機能

◼ ダッシュボードからのアクセス

◆ 「BMC バージョン」の ボタン

◆ 「UEFIバージョン」の ボタン

◆ 「LXPMバージョン」の ボタン

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「BMC構成」ー「ネットワーク」からアクセス

◼ 変更すると「適用」ボタンが表示されますので押
して下さい。

ネットワークの設定

◼ ダッシュボードからのアクセス

◼ 「BMC IPアドレス」の ボタン

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ XCCでは、追加ライセンスFoD (Features on Demand)ソフトウェア・ライセンス・キー を
適用することにより各種機能を追加することが可能になります。

◼ ライセンス：スタンダード アドバンス エンタープライズ

FoDライセンスの概要

◼ アクティベーション・キー・ファイルの入手方法の詳細に関しましては、
Lenovo Features on Demand (FoD) ライセンス・アクティベーション・ガイド
http://www.lenovojp-cms.com/cmscontents/gdfiles.php?md=508
を参照ください。ここでは、アクティベーション・キー・ファイルの適用方法について案内します。

XCC
Authorization Code(PDF
ファイル)がメールにて
納品されます

Lenovo鍵管理サイト

Authorization Codeとマシンタイプ/
シリアル・ナンバーでキーを要求

ダウンロード
or メール

xxx.key

XCC Webインターフェース

キーを発行

キーを登録

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.

http://www.lenovojp-cms.com/cmscontents/gdfiles.php?md=508
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◼ 「BMC構成」ー「ライセンス」からアクセス

◼ 「ライセンスのアップグレード」ボタンを押すと
ファイル指定画面が表示されますのでKeyファイ
ルを指定して「インポート」ボタンを押します

ライセンス・アップグレード（FoDの適用）

◼ ダッシュボードからのアクセス

◆ 「BMCライセンス」の ボタン

◆ ＿ボタンを押して直接Keyファイル指定

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ リアルタイムにシステム・ステータスを確認したり、イベント・ログを外部システム管理
ツールと連携を行うことが可能です

◼ スマートフォンのアプリが提供されております

システムの監視概要

WEBブラウザー
経由

メール送信

SNMPサーバー

Syslogサーバー

or ネットワーク

USB

新機能

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 前面パネルのUSBコネクター は接続先をサーバーとBMCで切り替えることができます

◼ 「BMC構成」ー「ネットワーク」ー「前面パネルUSB」

前面パネルUSBの設定

◼ ホスト専用モード
サーバー専用で通常のUSBポートと同
じ扱いです。

◼ BMC専用モード
BMC専用となりスマートフォンを接続
してBMCにアクセスできます。

◼ 共用モード
サーバーの電源オフの場合はBMC接続
となり、電源オンになるとサーバー接
続となります。共用モードの場合はID
ボタンを3秒以上長押しすることで接続
状態を切り替えることができます。

新機能

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「イベント」ー「アラート受信者」ー「SMTPサーバー」

◼ 「認証が必要」にチェックをつけるとユーザー名、パスワード、認証方式の入力欄が表示さ
れます

メール通知 ― SMTPサーバー設定

◼ IPアドレスもしくはホ
スト名が必須です

◼ ポート番号はデフォル
ト値：25です

◼ 「接続テスト」ボタン
でテスト可能です。

◼ 「適用」ボタンを押し
て設定を保存します

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「イベント」ー「アラート受信者」ー「＋作成」ー「電子メール受信者を作成」

メール通知 ― メール受信者設定

◼ 登録済ユーザー・リストの右
端の ボタンでテスト・
メールを送信できます。

◼ 受信者名と電子メール・アド
レスを入力します。

◼ イベント・タイプはデフォル
トではすべて選択されており
ますので通知から外す場合は
チェックを外します。

◼ 「適用」ボタンを押します。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ ロケーションと連絡先の設定が必須です

◼ 「サーバー構成」ー「サーバー・プロパティ」

◼ 入力できましたら「適用」ボタンを押します。

SNMP V3設定

◼ 「BMC構成」ー「ネットワーク」ー
「SNMPセットアップ 」

◼ 「SNMPエージェントを有効にする」と
「SNMPV3トラップを有効に設定」
にチェックを付けます。

ロケーションと連絡先が未入力の場合はチェックを付けられません

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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SNMPトラップ受信者設定

◼ 「BMC構成」ー「ユーザー/LDAP」ー「ローカル・ユーザー」

◼ 「＋作成」ボタンを押します

◼ ユーザー名、パスワードを設定します

◼ 「適用」ボタンを押します

◼ 「イベント」－「アラート受信者」ー「＋作成」

◼ ユーザー選択で先程作成したユーザーを選択します

◼ トラップ用アドレス、プライバシー・パスワードを設定します

◼ 認証プロトコル：HMAC-SHA を選択します

◼ プライバシー・プロトコルを選択します

トラップ受信者はBMCローカル・ユーザーであ
る必要があるため最初にローカル・ユーザーを
登録します。

作成したBMCローカル・ユーザーにSNMPトラッ
プ受信の設定を行います。

◼プライバシー・パスワードを入力します
◼「SNMP v3トラップを有効に設定」に
チェックを付けます
◼アラートを受信するイベントの種類に
チェックを付けます
◼設定後に「適用」ボタンを押します

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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RAIDセットアップ①

◼ 「サーバー構成」ー「RAIDセットアップ」ー「編集モードを有効にする」ー「仮想ディスクの追加」

◼ 「RAIDレベル」を選択し、RAIDのメンバーにする
ドライブにチェックを付けて「メンバーを追加」を
押します。

◼ RAIDのメンバーにするドライブ
が右側に移ったことを確認して
「次へ」を押します。

※サーバーの電源がオンの状態で構成してください。RAIDコント
ローラーの認識が完了している必要がありますのでOSインストー
ル前の状況ではF1セットアップで停止している状態にします。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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RAIDセットアップ②

① を押して仮想ディスクの詳細を確認し、必要であれば内容変更をします。

② 新規でRAIDを構成する場合は、デフォルト初期
化を「高速」に変更して初期化を行うようにして
ください。高速な初期化ですのですぐに仮想ディ
スクは利用可能となります。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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RAIDセットアップ③

③ 戻った画面で「次へ」を押します

④ 仮想ディスクの情報を確認して「作成の開始」
を押します

⑤ 仮想ディスクが作成
され完了です

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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RAIDセットアップ④

◼ ドライブを搭載しているにもかかわらず仮想ディスクを作成できるドライブがありません、
と表示されている場合はドライブの状態が「JBOD」である可能性があります。

◼ その場合は「ストレージ・インベントリー」を参照して「JBOD」を構成可能に変更します。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「BMC構成」ー「バックアップおよびリストア」

構成のバックアップ

◼ BMC構成のバックアップ

◼ パスワードを設定して「バックアップを開始」を押します

◼ 「バックアップ・ファイルのダウンロード」を押します

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.



30

◼ 「BMC構成」ー「バックアップおよびリストア」

構成のリストア

◼ 構成ファイルからのBMCの復元

◼ 「参照」を押して保存してあるバックアップファイルを指定

◼ バックアップ時に指定したパスワードを入力して「次へ」

◼ 「復元を開始」を押すと復元が開始されます

◼ 復元が完了しました

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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運用管理

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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運用管理方法の概要

◼ XCCでは、遠隔地よりシステムに対してインベントリーの管理や電源操作などを追加
ソフトウェアなどなしで行うことが可能です

電源操作
電源操作

インベント
リーの管理

or ネットワーク

USB

新機能

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「ホーム」ー「電源操作」を押すと現在可能な電源操作の一覧が表示されます。

システムの電源操作

◼ 通常のサーバー電源オフ
◼ シャットダウンして電源オフ

◼ 今すぐサーバーを電源オフ
◼ シャットダウンせずに電源オフ

◼ サーバーをブートしてシステ
ム・セットアップに入る
◼ F1を押した時の状態になります

◼ 管理コントローラを再起動
◼ XClarity Controller を再起動

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「リモート・コンソール・プレビュー」に現在のサーバーの画面が表示されております。

◼ プレビュー画面は「画面をキャプチャー」でコンソールを起動しなくてもキャプチャー可能です。

◼ リモート操作するには表示されている画面の部分をポイントすると が表示されますのでこち
らをクリックます。

◼ リモート・コンソール設定の画面が表示されますので設定を確認して「リモート・コンソール

の起動」ボタンを押すとサーバーの画面が

表示されます。

リモートコントロール操作 Advanced
ライセンス

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ リモート・コンソール画面のメニューから「メディア」を押します。

◼ 表示された画面にて「アクティブにする」を押します。

ISO,IMGイメージのマウント
Enterprise
ライセンス

◼ 参照ボタンを押し、イメージファイル
を指定して「すべてのローカル・メ
ディアのマウント」を押します。

◼ サーバーのローカル
メディアとして利用
可能となります

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.



36

◼ 過去3回分のブートの様子が録画されており再生して見ることができます。

◼ 「リモート・コンソール」ー
「記録されたブート・ビデオ」

最新のブート・ビデオ

◼ 自動で再生されます

新機能
Enterprise
ライセンス

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.

再生中

◼ ダウンロードするブート・ビ
デオを選択して保存します。

◼ 「再生するビデオを選
択」を押して保存済ファ
イルを指定してします。
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◼ 「リモート・コントロール」ー「直近の障害画面」を押すと直近に起きたOSの障害画面を表
示できます

直近の障害画面表示（OS Failure Screen Capture）

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「システム一覧」にてハードウェアの一覧が表示されます。

◼ 画面は下に長く続いておりスクロールして参照いただけます。また、右側にハードウェアの
種類が表示されておりクリックすると参照したいハードウェアの位置に移動可能です。

システムのインベントリー

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「イベント」にてハードウェアのイベント・ログや監査ログを確認することが出来ます。

◼ フィルタリング機能により該当するログをすばやく確認することが可能です。

◼ 「 エクスポート」アイコンをクリックすることにより、ログをファイルに出力することも可能です。

イベント・ログ

◼ 監査ログの表示

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 以下の状況をグラフィカルに表示
可能

◼ 現在の温度の状態および履歴

◼ 電力の使用量および電圧の状態

◼ CPU、メモリー、I/Oの使用率

◼ ファンの回転数

使用率

◼テーブル・ビューにて数字表示可能
◼「 エクスポート」よりファイルに出力可能

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ 「サーバー」― 「電源ポリシー」にて電源管理機能の設定を行うことができます。

電源ポリシー

Enterprise
ライセンス

◼ 電源冗長化設定
◼ 冗長性なしモードでは、1 つの電源

が失われた場合、サーバーが継続
して稼働できない可能性がありま
す。また、電源に障害が発生する
と、サーバーの稼働を継続させる
ため、サーバーのスロットルが行
われる可能性があります。

◼ 電源キャッピング・ポリシー
◼ サーバーによって使用される電力

量を制限する選択を行うことがで
きます。スライダーのマークを目
的のワット数に移動させ、サー
バー全体の電力制限を設定します。

◼ 電源復元ポリシー
◼ 電源喪失後に電源が復元したとき

にサーバーがどのように対応する
かを構成することができます。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ ネットワーク接続でリモートから管理、およびUSB接続によるローカルでの管理

◼ 監視対象のインベントリー、ステータス、ログ、アラート情報の詳細を確認

XClarity Mobileアプリによる管理
新機能

② IDボタンを3秒以上長押しし青色点滅状態に
なりましたらUSBポート に接続します

IDボタン

ローカル管理手順

① Google Play や Apple App Store 
からアプリをダウンロードします

•Android 5.0以降
•iOS 9、10 以降

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ ローカル管理では従来の前面LCDパネルに代わる機能となります

XClarity Mobileアプリによる管理
新機能

⑤ USB記号を押します

③ スマートフォンの設定か
ら「USBテザリング」
を有効にします

⑥ 「検出」を押します

④ Lenovo XClarity Mobile 
アプリを起動しますローカル管理手順（続）

⑦ 検出されましたという
メッセージが表示され
サーバーの状況を確認で
きるようになります

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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◼ ホーム画面にて
「サービス」ー「サービ
ス・データのダウンロー
ド」

サービス・データのダウンロード

◼ 確認画面が表示されますの
で「OK」を押します

◼ ダウンロードが完了して
から保存場所を指定して
保存します

サーバーの問題の特定するため、または Lenovo サポートの依頼によっ
て、詳細な分析に使用できるサービス・データを収集する必要がある
場合があります。サービス・データには、イベント・ログやハード
ウェア・インベントリーなどの情報が含まれます。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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管理ポートのフェイルオーバー設定

システム管理専用ポートから共有ネットワーク・ポートへフェイルオーバーの設定をすることができます。

この設定はXCCのWebインターフェースにはございません。サーバー起動時にF1を押してLXPMに入ります。

「UEFIセットアップ」－「BMC設定」ー「ネットワーク設定」ー「フェイルオーバー・ルール」を「フェイルオーバー共有」
に設定し、「ネットワーク設定を保存」ボタンを押します。

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.

機種により

フェールオーバー共有は

（オンボード・ポート）

の場合と

（オプションカードPHY）と
表示の場合があります。

共有ネットワーク・ポートは
オンボードの場合はポート１、
LOMがオプションの場合は一
番左のポートとなります。

この機能をご利用になる場合はXCCの最新
ファームウェアを適用して下さい。

XCC cannot be accessed from dedicated 

port after failover to the shared NIC 

https://support.lenovo.com/jp/en/solution

s/ht510765-xcc-cannot-be-accessed-

from-dedicated-port-after-failover-to-the-

shared-nic-lenovo-thinksystem

https://support.lenovo.com/jp/en/solutions/ht510765-xcc-cannot-be-accessed-from-dedicated-port-after-failover-to-the-shared-nic-lenovo-thinksystem


46

参考資料

製品紹介ページ

XClarity Controller：
http://www3.lenovo.com/jp/ja/data-center/software/systems-management/xclarity-controller/

XClarity Mobile：
iOS：https://itunes.apple.com/jp/app/lenovo-xclarity-mobile/id1023231345?mt=8
Google Play：https://play.google.com/store/apps/details?id=com.lenovo.xmobile&hl=ja

マニュアル
オンラインマニュアル
Lenovo XClarity Controller
http://sysmgt.lenovofiles.com/help/topic/com.lenovo.systems.management.xcc.doc/product_page.html?cp=2

PDFマニュアル
Lenovo XClarity Controller ユーザーズ・ガイド
http://sysmgt.lenovofiles.com/help/topic/com.lenovo.systems.management.xcc.doc/xcc_book.pdf

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.

http://www3.lenovo.com/jp/ja/data-center/software/systems-management/xclarity-controller/
https://itunes.apple.com/jp/app/lenovo-xclarity-mobile/id1023231345?mt=8
https://play.google.com/store/apps/details?id=com.lenovo.xmobile&hl=ja
http://sysmgt.lenovofiles.com/help/topic/com.lenovo.systems.management.xcc.doc/product_page.html?cp=2
http://sysmgt.lenovofiles.com/help/topic/com.lenovo.systems.management.xcc.doc/xcc_book.pdf
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更新履歴

2020/07/10 管理ポートのフェイルオーバー設定を追加、社名変更
2019/02/19 FirmwareアップデートによるGUIの更新(グレーメニュー)
2018/03/01 ユーザー追加、サービスデータのダウンロード 手順を追加
2018/02/07 FirmwareアップデートによるGUIの更新

2020 Lenovo Enterprise Solutions LLC. Japan. All rights reserved.
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